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PROV での体験について
図書館実習事前指導Ⅰ講演録 2019年11月30日
渋谷 慶之（文学部史学科） 
みなさんこんにちは。私は文学部史学科
3 年の渋谷と申します。よろしくお願いし
ます。僕は、オーストラリアのビクトリア
州公文書館というところで実習をしてま
いりました。まず、たぶん、みなさんの頭
の中では、オーストラリアというのと、公
文書というので、二つのひっかかる部分が
あると思いますので、まずそこから解きほ
ぐしていきたいと思います。 
そもそもですけれど、PROV というの
は、Public Record Office Victoria とい
う名前で、その略称です。ずっとそう言わ
れているので、ここでは PROV と呼びま
す。だからここで PROV と呼んだときに
は公文書館のことだなと思っていただけ
ればいいかと思います。伊藤舞乃さんがお
もしろくて役に立つお話をしていただい
た後で、大変恐縮なのですけれども、みな
さんに通じるかどうかわからないのですけど、とりあえずこういう世界があるということで、
みなさんにPROVでの実習について知っ
ていただければと思います。 
 
PROV 自体は、1973 年に設立されま
した。基本的には州政府にまつわる公文
書を保管して一般に公開することが目的
というので、40 年以上にわたってその役
割を果たしてきたのですけど、この 40 年
以上というのがなんで重要なのかという
話も含めて、詳しくお話したいと思いま
す。そもそもなんですけど、みなさん、
僕も含めてですが、司書課程を学ぶうえ
では基本は図書館について学ぶわけです
が、図書館と公文書館の違いが当然あり
ます。図書館というのはいわゆる複製物
ですね、ですから一般に発売されている
本というのを広く、その土地ごとの利用
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者の方に提供するというのが大きな目標ですが、公文書館というのは、アーカイブズといわ
れていますが、現物、オリジナルを扱うというところが重要なポイントになってきます。で
すから、基本的にはそれぞれの公的機関ですね、日本の場合は公務員の人たちが仕事に使っ
た資料とかを時間が過ぎた段階で管理するというふうになっているわけですね。 
続いて、なぜ PROV に行ったかという
話をしたいと思うのですが、まずひとつは
オーストラリアがアーカイブズにおいて
先進国だったということがあります。これ
を知ったのは、中村百合子先生が担当され
ていた「図書館情報資源概論」にゲストス
ピーカーの方が来られたことがきっかけ
です。そこでこういうのがありますという
ご紹介をいただいて、お、なるほどと思っ
たのです1)。そのあといろいろ調べてみる
と、オーストラリア自体はもともと植民地
だったというのはみなさんご存じだと思
うのですが、いわば立場上、中間管理職的
なポジションなのですね、国としては。だ
から、イギリスが上にあって、上に早く報
告しなければいけないということになる
ので、いかにスピードを効率的に、そして
いかに正確に公文書を管理して上に伝え
ないといけないという制約があるので、それに従って、どんどん頑張らないといけないとい
う話になるわけです。100 年くらい前からそれがずっと続いてきたので、ちょっと他の国と
は違うかたちで発展してきたというところがあります。 
それから検索システムの詳細は少しややこしいので省略しますが、いわゆる OPAC 的な
ものですね、図書の管理方法みたいなもので、オーストラリアが開発したシステムが非常に
優れているというところもあって、これはデジタル化の時代に向けてもすごい幅広く対応可
能ということで、実は結構、注目されているところでもあります。みなさんもいろいろな授
業で知っていると思いますが、これから先、図書館がデジタル化していくっていうところが
ひとつ大きなトピックになるので、そのうえで、デジタル化していくということは、資料が、
現物をもらわなくて読めるようになるということですから、そうすると、結局、図書館と公
文書館の位置というのがどんどん近くなっていくのじゃないかなと、僕は漠然と話を聞いて
思っていたので、実習に行かせていただけませんかというお話になったというところです。
単純に、海外の図書館と公文書館に興味があったというのもあります。やっぱり、みなさん
ご存じだと思いますが、日本は図書館法のもとに図書館がありますから、基本は絶対にそう
いう法律のもとに成り立っているわけですね。ですから、各国ごとにその法律が違いますか
ら、そのもとで公的機関が動くってことはどういうことなのかなという違いを味わいたかっ
たなというのは、僕は思っていて。あとは、今まで学んできたことが外ではどうなのだろう
かというのを見てみたかったというのもあります。それが公文書館を選んだ理由でもあり、
海外というフィールドを選んだ理由でもあります。 
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ここから実習についての詳しいお話を
したいと思います。PROV はこんな感じ
でした。これが玄関なのですけど、これは
VAC と い っ て 、 Victoria Archives 
Center といって、ここ、実は National 
Archives という国立のアーカイブズも一
緒に入っていまして、基本的にこの建物の
なか自体はほぼほぼ PROV が入っている
ので、ちょっとややこしいのですが、僕が
ここを職場として 2 週間、働いていました。 
PROV の仕事ですが、公文書館の仕事
っていうと想像しづらいと思うので…。
PROV には部門が三つあります。①一般
利用者向けというのと、②政府関係者向け
というのと、③資料管理というものです。
①がいちばん図書館に近いかなと思いま
す。一般の利用者の人が、この資料を閲覧
したいという希望に対して実際に提供す
る、つまりカウンターでもって提供するというのがこの①の仕事です。②の政府関係者とい
うのは、実際に現在、いわゆる公務員として働いていて、例えば議会議員だったりという方
が、実際に次の政策を練るうえで参考にしたい、過去はどんなことをしていたんだろうとい
うことを知るために資料を提供するというサービスですね。あとは、③資料管理ということ
で、どれだけきれいに管理されているかというのを確認していくというのがあります。 
 
まず、一般利用者向けサービスの話をし
たいと思います。左がカウンターですね、
閲覧室と言われているところです。利用者
の方はここにいらっしゃって、カウンター
でもって、右がカウンターなのですけど、
バーコードで毎回毎回貸し出して、今日中
にまた戻してくださいねってかたちで提
供するというのがあります。こっちでは、
現場で、閲覧に向けて資料をもってくると
いう作業、ピックアップというのですが、僕は最初の 1 週間のうち取りかからなければいけ
なかったのは、このピックアップでした。しかも朝早いのですね、朝番なので。普通の勤務
時間は 8 時半からなのですが、ピックアップは 8 時からはじめないといけないので、現地に
は 7 時半くらいには着いていないといけないという感じだったので、1 時間早起きみたいな
スケジュールで。6 時半くらいに家出てみたいな感じの生活をしていました。 
ピックアップなのですけど、まずこれですね。これが PROV の本丸というか、倉庫とい
われていて。Level 1（1 階）と Level 2（2 階）というのがあるのですけど、これは資料が
管理されている保管庫があって、そこから…何ていうのですかね、みなさん Amazon の裏
側とか見たことある人はわかると思うのですけど、そういう感じで、バーコードで場所が管
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理されているので、バーコード上で示され
た場所に行って、ハンドルやクランクを回
して、中に行って資料をみつけるという作
業があります。資料には、利用者の方が、
誰が閲覧を希望したのかっていうデータ
とかが、毎回破棄するのですけど、一応バ
ーコードにしてラベリングしていきます。
こういう感じで、ピックアップは最初、注
文者の方のリストっていうのを 1 枚 1 枚
バーコードにしてずーっと数珠つなぎに
刷っていくのですね。それを分担して、じ
ゃあ私は 6 人分行ってきますというかた
ちで、箱をもって出撃というかたちになり
ます。 
資料自体にも、こういうかたちでバーコ
ードが貼ってあるので、それと対応させな
がら、この人が借りたっていうのを照合さ
せて、大丈夫かどうかというのを確認して
いきます。一度資料が集まってくると、こ
ういう感じで山積みになっているので、こ
れを注文、閲覧を希望した方のアルファベ
ット順に棚が用意されているので、A から
Z まで。そこにひとつひとつ資料を入れて
いくのですね、それが結構僕はきつかった
ですね。普段、人の名前って A to Z でし
か書かないのですけど、こっちで並び替え
るときは、A の次の部分、人の名前でいう
と “Arnold” とか“ Brown” だと b の次
は r なのかとか、次は a なのかというのを
また考えて入れていかないといけないの
で、結構、僕は間違いを頻発させました。
こういう感じですね。A から Z ってなっ
ていて、クランクを開けて、資料を入れて
おいて、1 週間は保管しておきます。それ
で閲覧を希望した方が来たら、じゃあ
Matthew さんが来ましたというので、こ
うやって出して提供、というのが基本作業
になっています。棚が高いところとかはこ
ういう電動式のラダーとかそういうのを
使って、上から取り出したりとかをやりま
す。僕が入って 2 日目かなんかには、マニ
ュアルハンドリングトレーニングといっ
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て、ひとりでもピックアップができるよう
に、「いろは」みたいなもので、訓練があ
るので、2 日目には僕は専任の人と一緒に、
こういう器具の使い方とか、絶対にこうい
うふうに取らないとだめですよっていう
レクチャーを 1 日かけて受けました。 
これが詳しいバーコードの内容ですね。
こういう感じでバーコードをはがして貼
っていって、右側がチェックシートになっ
ているので、責任者で、Y.S って書いてあ
りますが、僕の名前を書いて、実際にここ
は誰が担当したのかを署名して紙を入れ
ていくというシステムです。バーコードの
読みとり機は左で、右が袋ですね。透明な
袋と黒い袋があるのですけど、黒い袋は政
府関係者用ですね。政府関係者向けには中
身を外に見せないように、注文したものが
見えないように黒い袋を使うというのが
あって、ちょっとそこは興味深かったです
ね。 
次が政府関係者向けサービスですね。こ
れは行政の方に提供するのですけど、基本
的にこれは裏口の搬入口から提供します。
ちょっと、はたから見たら秘密の取引みた
いな感じなのですけど、裏側でやっていて。
結構かわるがわる業者が来るのですね。お
返しにあがりましたといって宅配業者が
ガチャって開けて来る場合もあるので、そ
れをいちいち確認したりするのですけど、
特に向こうの方も詳細に名前を名乗っち
ゃいけないというルールがあるので、誰々
の資料を受け取りに参りましたしか言わ
ないのですね。ですから、お互い素性を知
らずに対応するという意味で、ちょっと奇
妙な光景ではありました。そして、かわる
がわる職員がサインして提供してという
のが裏側で行われています。 
ただし、実は資料提供だけがサービスで
はなくて、基本的に毎年毎年、公文書をど
うやって管理するかって決まっているの
ですね。例えば学校教育課、教育担当とか
になると、教育担当さんはどういう感じで、
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今回今年の公文書はいつごろに納めますかという納期の相談とかもそれぞれで打ち合わせ
をするというふうになっていて、いわゆるコンサルタントとかも担当しています。そのため、
結構、仕事は盛りだくさんだったなという印象はあります。僕もコンサルタントの現場みた
いなものの会議に何度か参加させてもらって、実際にどういうふうにやっているのかを見た
のですけど、印象としては、こっちが発破をかけるじゃないけど、わかってますよねみたい
な感じで、さぼらないでくださいねっていうふうに言うので。実際、最初は結構そういう感
じで言っていたので、どういうことなのですかって聞いたら、「あの人たちやらないから。
私たちが言わないとやらない。」という話だったので、実際に発破かけているっていうのも
仕事の一つという感じでした、頻繁にそういうレクチャー会があったりして。ただ、ビクト
リア州の場合は実は公文書はもう紙がいっさい廃止されていて、すべてハードディスクで納
めるという約束になっているので、公文書の納入もトラックに山積みという感じではないで
すね。完全にデータ管理になっているので。議題もどちらかというと全部 Word にしろとか
そういう会議なので、面倒くさいとか、Office を使わないとだめですとか、そういうやりと
りが巻き起こっていた感じですね。 
あと、資料管理ですね、これが。
Collection management という部門な
のですけど。これ、僕が担当したときは、
マイクロフィルムの中身整理とかを 1 か
ら全部やっていましたね。その箱の中を開
けて、何が書いてあるかみて、Excel に記
入してっていう表作りをやったりだとか、
あとマイクロフィルムを実際に現物で見
てっていうのをやったりしました。前にも
触れましたが PROV は歴史が長いので、
マイクロフィルムで管理されている資料
も多いのですが、残念ながらここ最近は全
然、誰も見ていない状態だったので、デジ
タル化に向けて全部整理する必要がある
という話で、もう一回再整理という話にな
っていました。ただ、なんと僕がマイクロ
フィルムをやったとき、職員の方、あと 2
人くらいしかたぶんマイクロフィルムを
使えなくて、僕がそれを使いまくっていたら、Yoshi、僕は現場で Yoshi と呼ばれていたの
ですけど、Yoshi はマイクロフィルムめちゃめちゃできるじゃん、という話になって。オー
ストラリア人はもう使わなくなっているので、よく覚えたねみたいな話になって。僕はその
場で使い方を覚えたのですけど、Yoshi やるじゃんって話になって（笑）。そのあと利用者
の方でおばあさんが、すいませんこれを使いたいのですけど使い方が…ってなったらもうす
ぐに、“Yoshi, go!”って、促されて。40 分くらいつきっきりで、次のページにしてください
とか、あれこれ対応していたという感じです。 
あとはデジタル化プロジェクトですね。PROV は実は 40 年前からあるのですけど、資料
自体は 100 年前くらいのものから扱っているのですね。だからこれは 100 年くらい前の鉄
道の設計図とかなのですけど、こういうのをデジタル化しようみたいな計画が動いていたん
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ですね。それで、僕もそれをやってくれと
いう話になるのですが、これがかなり大変
でした。なにせ、何十年もずっと丸まって
いるものなので、それをできるだけ伸ばさ
ないといけないので、いろんなクッション
とか使って何か所ものばして、右の透明な
カバーに入れて、スキャナーで読んで、
Photoshop で切る、トリミング作業をす
るというのをくり返す感じでしたね。これ
を今、Daniel さんという主任の方が担当
しているのですけど、他の方は全然、関わ
れていない状況です。僕は 2 週目にこの担
当だったのですけど、デジタル化芸人みた
いな感じになって、なんかもう、“Yoshi、
デジタル化できるじゃん” みたいな話に
なりまして（笑）。またマイクロフィルム
と同じ流れになったので、また自分の担当
が知らないうちに増えてしまったなとい
う感じでしたね。 
あと別の手法もあって。これは一眼レフ
を使うのですけど、一眼を使って上から撮
影して撮った写真をデジタル化するって
やつですね。これも最後 Photoshop で切
ってっていうのをずっとやります。これ、
たぶん来年くらいには僕が撮ったものが
使えるようになるらしいです。 
 
そして、この実習で学べたことですが、
僕がいちばんびっくりしたのは、PROV
が中心となっているっていうところがキ
ーだと思います。これは図書館とは別種の
話になるのですけど、やっぱり資料提供の
場合も発破かけるというところは PROV
なので、さっきもお話ししたのですけど、
オーストラリアは行政の部署がめちゃめ
ちゃ潰れるのですよ。というのは、政権交
代がめちゃめちゃ激しくて、ちょっとなん
か、飽きっぽいっていうか。次はこの政治
でやってみようという感じでやるので、交
代しちゃったら、次の政権が、今まであっ
た部署は全部廃止ねみたいな話になって、
それが実際に起きてしまうという感じな
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ので、それが続いているなかで PROV は 40 年以上続いているというのはかなり強くて、ノ
ウハウがずっと蓄積しているので。やっぱり他の博物館のアーカイブズとかを訪問したとき
も、基本的には PROV さんのおかげですから、という感じですね。頼られているところが
多いので、駆け込み寺的な役割を果たしているなという意味でびっくりしました。 
あと、いくらデジタル化を目指しているとはいえ、昔からあるので、アナログ時代から手
法が確立しているというのがめちゃめちゃ強いなって思って、やらなきゃいけないルーティ
ーンとかがその段階でできあがっているので、デジタル化を、新しくやらなきゃいけないこ
とというよりは、普通に自然に、じゃあ次はデジタルでっていう話で、移行のハードルが低
いように感じましたね。あと、実は壮大な中期計画が PROV にはあって、2 年後の 2021
年に向けて、大幅に刷新しようみたいな話になって、ホームページもものすごいいろいろな
新しいことをやってて、写真はお見せできないのですけど、Google Earth を立ち上げて、
実際に地図にいったら昔の古地図をそこにトレースできるとか、そういうシステムとか、そ
れ以外にも、visualizer といって、Word ファイルを入れただけで資料の一覧がおびただし
く視覚化されるシステムとかもやっていて、visualizer はほぼ全部オート化されているとの
ことで、目録に入った段階で勝手に増えているらしいので、人の作業がいらないという感じ
です。あとは資料整理の改善とか、今後も学べることが多いので、もし PROV に行かれる
方がいたら、来年以降もおもしろいことがいっぱいあるのじゃないかなというふうに思いま
す。 
 
ここからは、もし僕の話を聞いて、
PROV にもし行きたいと思った方がいた
ときのために言っておきたいことをお話
しします。ひとつは、アーカイブズについ
て学ぶことは必須だと思います。なんとい
っても仕組みがちがうので、司書課程を学
んでいるとはいえ、やっぱり新しく学ぶ必
要があると思うので、その場合は春学期に
「図書館基礎特論」という松崎裕子先生が
教えてくださっている授業があるのですけど、ぜひそれをとることをおすすめします。もの
すごく役に立ちました、僕のなかで。アーカイブズの全体像をつかむうえでよかったです。
あとは英語に慣れておくというのは大事かなと思います。そのうえで、ハモンド先生の「図
書館サービス特論」は僕はおすすめです。必須です（笑）。英語で発表しなければいけない、
英語で授業をするという話なので。英語で会話をするっていうのと、内容について話すとい
うのは別の話なので、図書館関係のトピックについてあらかじめ英語で話していくというの
はすごく力になったかなと思います。図書館や公文書館の内容についてしっかり理解してい
かないと、英会話ができても乗り切れるわけではないので、単語がぱんぱん出てきたのは、
サービス特論のおかげだったかなと思います。 
PROV 自体には日本人の職員の方が誰もいないため、困っても自分の英語力しか頼れない
ので、そのなかでがんばらないといけないということなのですけど、ただ、スタッフの方々
がものすごく親切な方なので、本当に、たくさんの人にお世話になりました。さっき説明し
たように僕は三つの部署を全部まわったのですけど、どの部署に行っても歓迎していただい
て、実際に話をしていただいて、聞けば聞くほど、これはなんでこういうふうになっている
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のかというのを全部、説明してくれました。そうなると、逆に職員の方々も Yoshi が日本で
学んでいることを教えてよっていう話になっていき、あれよあれよという間に会議でしゃべ
らなきゃいけないことになり、自分の経験や経緯を説明するということもあったのですが結
構、楽しかったです。 
こんな感じでした、職員の方と。最終日
は挨拶まわりみたいな感じで全員と自撮
りしに行きました（笑）。そのあとの飲み
会とかあるので職場としてはすごくよか
ったかなと思います。基本的には結構、駆
け抜けたという感じでしたね。あとは、こ
れは昼飯ですね（笑）。右はミートパイな
のですけど、これはいちばん近いカフェで、
ミートパイとアイスココア。オーストラリ
アはご飯めちゃめちゃおいしいのでびっ
くりします。左も、話題になってるケーキ
屋だからって言われて紹介されて行った
のですけど結構サイズが大きかったです。
ただ、はめを外すと結構失敗することがあ
るので注意したほうがいいと思います。僕
はランチで、冒険で何軒も攻めようと思っ
て隣のチャイニーズ系のランチを出して
くれるところに行ったのですけど、ちょっとパクチーの匂いが強すぎて食べられなかったの
で、選ぶ店は人におすすめしてもらうところに行くのがいいかなと思います。 
あと、僕はホームステイしていました。そのお宅の Samantha さんが僕の世話役で、彼女
も公文書館の職員だったので、ずっと一緒に通勤退勤、日々いろいろお世話してもらいまし
た。楽しかったです。理解も早い方たちだ
ったので、日本でどういうことをしてきた
かっていうこともすごい関心をもってい
ただけましたし、すごいいろんなことでサ
ポートしてもらえました。ちなみにいうと、
基本的に平日にしか実習はしないので休
日の期間というのはちょっとどっかに出
かけようみたいな話になって、コアラ見に
行ったりとか。 
右がクイズ大会で、トリビアナイトって
いうのですけど。公民館みたいなところで
地元の人たちが集まってクイズ大会をす
るのですけど、コートを着てるおじちゃん
が司会で、基本的には歴史好きなおじいさ
んたちがめちゃめちゃ集まってくる会な
ので、僕と Samantha は若者テーブルと
いうので、唯一のテーブルで、too young 
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to remember というチームとして参加して（笑）。何か川の問題ですということで、メルボ
ルンを流れている川の種類はいくつか答えてくださいとか言われたのですが、若者チームだ
け全然分からずポカーンみたいな感じだったのですけど。実はご飯を持ち込んで食べるとい
う目的もあるので、結局パーティーみたいな感じでした。 
ビクトリア州はメルボルンという都市が有名だと思うのですけど、メルボルンの気風はど
ちらかというと京都みたいなもので、って僕はずっと思っています。もともと首都だったと
ころなので、歴史も深く、結構メンタリティも京都みたいな感じで、シドニーとは違う、と
いう意識はすごい（笑）。あいつらとは違うという気持ちがあるので。歴史に対して尊敬を
もっている土地なので、非常にみなさん歴史に対して関心が高くて、公文書の職員の方も比
較的メルボルンのことが好きだし、メルボルンの歴史が大好きという感じだったので、個人
的にはものすごくそこは驚きというか、やっぱり感度の高さみたいなものにはびっくりしま
した。最後になりますが、僕は現地に行ってみて、実は 2 日目にホームシックになったりと
かして結構心苦しい瞬間もありました。やはり自分の頭で考えていることは日本語だろうと、
外では英語で生きていかなければいけないので、その空間に投げ込まれると結構不安になる
ことはあるのですけど、だんだん腹割って普通に話せてくるようになってくると全然、そっ
ちの方が安心感が増してくるので、ちょっと手助けされつつもいろいろ自分なりにできたか
なというところは大きな収穫だったかなと思います。 
以上です。ありがとうございました。 
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